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会員通信

第59号
日本組織培養学会

昭和61年6月20日

§ 昭和61 ，62年度幹事選挙の結果について

3月31日， 選挙管理委員奥村秀夫，西義介両幹事および立会人として山田堅一郎会員が国

立予防衛生研究所で開票を行ない，次のように新幹事を決定しました。なお。投票函数は141票，
1

有効投票数は138票でした。

40才以上幹事

当選小野願子（旧，福岡大．医）

（新，大分医大）

〃 蔵本博行（北里大。医）

〃 加治和彦（都老人研）

〃 乾 直道（日本たばこ産業）

次点小山秀概（横浜市大）

40才以下幹事

当選宮崎正博（岡山大．医）

〃 餅 南浩（東大・医科研）

〃 渡辺正巳（金沢大．薬）

〃 間中研一（独協医大）

次点山下三千年（長崎大．医）

I
１
１
１

40票

票
票
票
票

０
８
８
６

３
２
１
１

’

票
票
票
票
票

８
６
８
６
５

３

３

１

１

１

(幹事選挙管理委員長奥村秀夫）
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§ 日本組織培養学会第59回大会のご案内

第59回大会を下記スケジュール（概）により開催することになりましたのでご案内いたし乱す。

世話人奥村秀夫（国立予研）

会 期：昭和61年7月13日（日）午後， 14日（月）， 15日（火）

会 増：私学会館

〒102東京都千代田区九段北4-2-25 TEL． (03)261-9921

購演会堰:A会場(3F,寓士(東))

B会場(5F,蔵王）

P会場(5F,大雪）

展示会増及び休憩室：

3F,富士(西)(7月14日9 15日〕

（ただし， 7月13日の休憩室は7F,松）

懇親会堀: 3F,富士（東）

受 付：7月13日（日）午後12時30分～私学会館5.F

7月14日（月) ･ 15日吠）午前8時30分～私学会寵3F

参加喪： 3，000円（会員）

4，500円（非会員）

抄録代： 1，500円（非会員のみ）

懇親会喪：4，000円

プログラム：

7月13日（日）

12：30～ 受付開飽

13：30～13：35開会の辞

13：35～17：40 ワークシ画ツプ ｡I犯”#γoにおける超徹形態" (P会場）

座長：野澤志朗〈慶応大・医）

永森静志（慈恵医大）

1． ブタ皮周を支持体とする各種上皮細胞の培養と培養細胞の電子顕微

鏡的同定

吉田 豊，ほか（札医大）

2． ヒト食道癌培養細胞の加温による超微形態学的変化

唐木芳昭，ほか（富山医薬大・医）

3． 成熟ラット肝細胞初代培養の電子顕敬鏡学的研究

望月洋一，ほか（札医大・癌研）

4． 子宮頚溺発生母調胞(a予備調庖圃）の培養の鼠匁とその問題点

野津志朗，ほか（慶応大・医）
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5．培養細胞の免疫電顕観察法

小松遵至，ほか（東海大・医）

6． プラズマ重合膜レプリカ法と透過厩顕によるヒト培養肝癌細飽の形

態学的研究

筋野 鼠ほか（慈恵医大）

19:00～2:O:30細胞株テープルデイスカブシ園ソ (P会場）

司会：佐藤二郎（岡山大・医）

奥村秀夫（国立予研）

7月14日（月）

8:30～ 受付

9:30～9:35世謡人挨拶

9:35～11:45－殻鴎演 演題番号: 7-11 (A会擾）

10:00～11:45－鮫購演 演題番号: 19-22 (B会場）

10:00～13:15ポスターセッシ画ソ演題番号: 1-6 (P会場）

13：15～16:30一般露演 演題番号: 12-18 (A会場）

13：15～16:30一般鷹演 演題番号:23-29 (B会場）

14:00～16：30 ワークシ面ブプ 鍾無血清培養研究の展開。 (P会場）

座長：高木良三郎（大分医大）

梅田 餓（横浜市大・木原研）

1． ヒト肝癌細胞の無血清合成培地培養を省みて

佐藤二郎（岡山大・医）

2．無血清，無麗質培地で生育するP3細胞の性状

梅田 賊，ほか（横浜市大・木原研）

3． 肺腺ガンおよび核酸特異的ヒト型モノクローナル抗体を生産するヒ

トーヒトハイプリドーマの綴血清培養

橋爪秀一，ほか（森永生科研）

4． ヒト ・ リンパ芽球楳細胞の無血清培養における基本培地成分の検肘

源 良樹，ほか（味の素・中研）

17:00～18:00特別鱒演 ・ヒト分化細胞の初代培養とその継代画 (A会謁）
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血清からの透走一一

演者：山根 績（東北大名誉教授）

座長：佐藤二郎(岡山大・医）

18:30～20:30魁親会

●
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7月15日ﾗ日（火）

8：30～

9：00～11：45

受付

ワークシ画ジブ 画培養における繊維芽細胞の特性｡ (P会場）

座長：加治和彦（都老人研）

1．生体内想維芽細胞の特性

向井万起男，ほか（慶応大・医）

2. In詫びo状感のモデル化による線維芽細胞の培養

吉里勝利（北里大・医）

3． 培養ヒト線維芽細胞の畦terogeneityと紐織特異性一主にGIuco-

corticoidsを用いた研究より

逓蕊 臭（都老人研）

4． 培養における線維芽細胞の増殖特性

松村外志彊（東大・医科研）

映画供覧〔学会癌集] (A会掲）

一般露演 演題番号：30－35 (A会場）

総 会

ワークシ面ププ頓CurrentStatusofIndustriallFvelCell

OlltureSysteminU.S､A・andEuropean

"untriesp (A会場）

座長：小原 況（山之内製薬）

古沢 満（第一製薬）

1． Scale助ofProductionandRlrifiCationofMonoclonal

IgGandIgM

Katinger,H.,etal．(Inst・AppliedMicrobiol.,Australi

2. IndustrialScaleProductionofMonoclonalAntibodiesin

AirliftFermenters

IambertpK･』.,etal.("llt"hLtd.,UK.）

3. HDarmaceuticalProductionofBiologicaIProducts

DerivedfromMammalianCells

Rupp,R.G､,et al．(CellBiol. Invitron,U､S､A､）

4. OPtimizationProceduresforHigh"nsity"llQllture

inAcusyst-PHollwFiberBioreactors

Gruenberg,M､L・ (Zdotronics,Inc。, U.S､A､）
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閉会の辞16：30

(由抄録集〔組識培餐研究Vol、5(1)]は7月初めに送付予定でﾘも詳細は抄録集を参照して下さい。
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§随st-Doc.mSitiml

NIH･国立環境保健科学研究所のDr.J.CarlBarrettが下記のようにPoStdoctoral

RllowとSeniorScientistを求めています。興味のある方は履歴魯と推霞状を添えて直接彼

または当方にご連絡下さい。

TheLaboratoryofDr. J･ Carl Barrett (National
InStltuteofEnvironmental HealthSclences, Research
TrianglePark9 NorthCarollna, U､S､A､) 1s seeking l
or2 1ndividualsforstudiesofoncogenes andtumor
suppressorgenes lnchemicallyinducedneoplastic
tw･anSformation・ Thepositionsarefor2-4yearsand
indivldual5wlthexperience in･somaticcell genetics,
9v･owthfactors, diffev･entiatlonormolecularbiolo9y
areencouragedtoapply. P1eaSeSendcurriculum
vitaeand lettersofrecommendatlonto:

Dr． 』･ Carl 8arrett

GroupLeader, Envlronmental Carclno9enesl5
National InstituteofEnv1ronmental HealthSciences
P、 0． Box l2233

ReSearchTrlan91ePark, NC27709
U．S、A、
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連絡先：〒102 東京都千代田区富士見1－9－2O

日本歯科大学薬理学教室

筒井健概

電飴03－261－8311内綴288
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§縄集後配

会員通償春号をお送りいたします。新幹事が選出され，会員通償も次号からは新たなスタッフ

によって園集されるものと思います。これ迄記事をお寄せいただいた先生方に深く感謝いたしま

すとともに,会員の皆襟の本通信への引き続くご協力，ご援助をお願い申し上げる次第です。
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